


土壌全体に空気が確保されている土壌の間隙が水で満たされている

土壌中の
水の状態

土壌中の酸素が多く
土壌全体に分散している

土壌中の酸素が少なく酸欠状態
土壌中の
酸素の量

根が呼吸を行う
↓

多くのエネルギーを生成

グルコース(糖)+酸素→686kcal+38ATP

酸欠状態では根が呼吸を行えない
↓

わずかなエネルギーしか生成できない

グルコース(糖)→40kcal+2ATP*

根の呼吸の
状態

ｖ

過湿部分

砂粒 砂粒

過湿状態の土壌 適度な土壌水分の土壌

*ATP(アデノシン三リン酸)
生物(植物)が必要とするエネルギーが保存される物質。

過湿による酸欠時→糖のエネルギー効率が非常に悪い！
過湿状態による無呼吸時には、酸素呼吸時のわずか6%程度しかエネルギーを生
成できません。この状態で酸素呼吸並みのエネルギーを確保するには、約17倍の
グルコース(糖)が必要です。梅雨時期には日照不足も重なりエネルギー不足になり
やすく、芝生は消耗してしまいます。

おすすめの対策
界面活性剤やサッチ分解剤による過湿状態の改善や、糖やアミノ酸による
エネルギー補給を行い梅雨明けの急激な気温上昇に備えましょう。

液相 気相
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